
領域 評価項目
評価の観点

（具体的な評価項目）
具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題

●学校経営方針 ・本年度重点目標の周知

・教職員、生徒、保護者に周
知する。
・周知度を７５％以上にす
る。

・職員会議や全校集会等で説明
する。
・後援会総会、三者面談等で学
校だよりを配布し、具体的な取
り組みを説明する。

Ｂ

・職員や生徒には全校集会等で
数回説明し、保護者には後援会
総会や学校のホームページ、三
者面談などを通じて、重点目標
の説明や公表をしたので、全体
的に周知度は向上した。

・授業研究の推進
・各学期毎に公開授業を実施
する。

・いつでも授業公開ができる体
制を整える。

・校内研修を年に３回実施す
る。

・教職員の綱紀粛正や特別支援
教育等に関する学校の諸課題に
ついて校内研修を計画的に実施
する。

・校外研修を年に少なくとも
１回は受講する。

・学校教育課主催の研修や教育
センター等を活用し、社会の変
化に的確に対応できる教員の育
成を図る。

・家庭や中学校への学校
の情報発信

・周知度を７０％以上にす
る。

・学校のホームページや学校だ
よりを通じて、学校の情報を公
表する。
・後援会総会への保護者の出席
率を向上させる。

・学校開放

・１つ以上の公開講座を実施
する。
・保護者や中学校の先生対象
の公開授業を実施する。

・中国語入門の聴講講座を実施
する。
・後援会総会や三者面談の際に
授業を公開する。また、中学校
からの学校訪問を積極的に受け
入れる。

・学校評議員会を年に３回実
施する。

・学校評議員会の各委員から出
された意見を吟味し、学校運営
に反映する。

・地域や関係機関に諸行事の
講演や講習等の講師の依頼を
する。

・地域や近隣の学校・関係諸機
関との連携を密にし、学校の情
報や不審者情報等を共有化を図
る。

・生徒にとって「わかる授業」
を実施するため、進度計画や到
達度について各教科間で再点検
を行い、より良い教材を作成す
る。また、より良い到達度テス
トの開発を行う。

Ｂ

・今年度は校時表や行事を見直
し、授業時間の確保に努めた。
・年度末に欠課時数が規定を超
過する生徒の数が昨年度よりも
減少したが、年度途中での休学
者や退学者は少なくなかった。

教育

活動
●学力向上 ・指導方法の改善

・各教科で分野ごとの到達度
を設定し、年度末の総合評価
が７０％以上になるようにす
る。

５　総括表

学校

運営

教職員の資質向上 Ｂ

・全職員が参加する研究授業は
夜間部定時制という特殊性のた
め実施できなかったが、学校見
学の来校者にはいつでも授業公
開はできた。
・教科その他に関する種々の校
内研修会は積極的に実施した
り、参加したが、校外研修会へ
の参加は不十分だった。・社会の変化に対応した

教育の実践

・地域や関係機関との連
携

開かれた学校づくり A

・学校の教育目標や定通高校総
体の結果を学校のホームページ
や学校だよりなどを通じて、ま
た修学旅行などの学校行事につ
いては適宜EDQスクールニュー
スを通じて情報発信をした。し
かし、ホームページの更新や学
校だよりの発行は十分ではな
かった。
・一般社会人向けの聴講講座
「中国語入門」については、こ
の数年定着してきており、今年
度も定員を超えた申込みがあっ
た。

（１）生徒理解に努め、一人ひとりの進路希望を実現させる。
（２）基本的生活習慣を身に付けさせ、人としての生き方や在り方について考えさせる。
（３）正しい勤労観や職業観を養い、地域社会に貢献できる人材を育成する。

３　本年度の重点目標 ４　前年度の成果と課題

（１）授業の充実
（２）欠席や欠課時数の減少
（３）喫食率の向上

　生徒たちは講話や全校集会で人の話を聞く態度も全体的にかなり良くなってきた。給食の喫食率はか
なり向上させることができた。就労率は徐々に向上してきたが、卒業予定者が就職試験に挑戦したのは
わずかであった。年度の途中で休学したり、退学する生徒が多く、また年度末に欠席や遅刻が増えた生
徒もいた。今後は、職員間の共通理解はもちろん、三者面談・家庭訪問・職場訪問などをより効果的に
実施して保護者・地域との連携をさらに深めることが必要である。また、進路指導についてももっと充
実させる必要がある。

平成１９年度　佐賀県立佐賀商業高等学校（定時制）　学校評価表

１　学校教育目標

　生徒の個性や能力を大切にし、自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる能力の育成を図るとともに、他人
に対する思いやりや人間尊重の精神を涵養し、社会の発展に寄与しうる人材を育成する。

２　学校経営ビジョン



・基本的生活習慣の確立
・欠席、遅刻、早退の数を昨
年より５％減らす。

・担任との連携を深め、無届け
の欠席・遅刻・早退を減らす。
該当生徒に対しては段階的指導
を行う。

・生徒指導方針の確認と
指導体制の推進

・周知度を７０％以上にす
る。

・合格者説明会・入学式等、保
護者が学校に来る機会を捉え
て、生徒指導の方針を確実に伝
える。全校集会を有効に利用し
て、生徒に繰り返し伝える。

・交通安全意識の向上
・事故の発生率を昨年より１
０％下げる。

・事件や事故が起こってから指
導するのではなく、ホームルー
ムや集会を通じて交通安全意識
を向上させ、事前指導を徹底す
る。
・学校近隣のカーディーラーや
バイク販売店の協力を得て、有
効な車両点検を実施する。

・自律的精神の涵養
・茶髪等の頭髪違反を減ら
す。

・管理的な頭髪検査を強化する
のはでなく、給食時間や休み時
間などを利用し、生徒に自主的
に黒く染めてくるようにこまめ
に注意を促す。

・生徒の希望する職業選択に
合った進学指導を充実させ
る。

・進学希望者に常日頃から進学
に関する基礎知識・情報等を提
供する。
・進学希望者の個別指導を低学
年から実施し、学力向上に努め
る。
・資格取得（簿記検定・情報処
理検定・ワープロ検定等）のた
めの特別補習授業を実施する。

・健康の保持増進
・各種健康診断の１００％受
診を目指す。

・「ほけんだより」を適宜発行
する。
・各種健康診断の生徒への連絡
を徹底する。

・給食の充実 ・喫食率８０％を目指す。

・毎月｢給食だより｣を発行して
食育指導を推進する。
・ホームルーム、教科指導でも
食育指導を推進する。

特定
課題

●授業でのⅠＴ活用
・パソコン活用授業の充
実

・パソコン等の情報機器を活
用した授業を学期に少なくと
も１回実施する。

・教員全員がパソコン等の情報
機器を活用した授業を積極的に
行う。

Ｂ

・商業科ではもちろんだが、そ
れ以外の教科もパソコンを活用
した授業を積極的に実施した。

　数年前に比べると生徒たちは全体的に落ち着いて学校生活を送ることができた。講話や全校集会で人の話を聞く態度もかなり良くなってきた。卒業予定者
の就職指導については、全校集会等で繰り返しできるだけ正規雇用就職試験に挑戦するように指導した。本年度は近年にないほど年度内に就職者や短大、専
門学校への進学者を出すことができた。給食の喫食率は、生徒が登校していても食堂に来ない生徒がいた数年前に比べて、かなり向上させることができた。
入学した目標・目的意識が徐々に希薄になり、年度途中で休学したり、退学する生徒が今年度も少なからずいたのは残念である。

７　次年度への課題・改善策

　正しい勤労観・職業観を生徒に持たせることは大切なことであり、在校生の就労率は４月当初の約５８％が１０月の時点では約６３％まで向上してきた。
特に、１年次生は２８％から４６％と伸びた。卒業予定者のうち就職試験に挑戦する生徒は、本年度はかなり増えたが、まだ卒業後もアルバイトを継続する
者もいる。長期休業中や始業前、放課後のわずかな時間を利用して、資格取得希望者のための特別補習授業を実施しているが、今後は進学希望者対策も含め
て低学年から計画的な進路指導を今まで以上に充実させる必要がある。
　全体的には年度末に欠課時数が規定を超過する生徒の数が昨年度よりも減少したが、年度途中での休学者や退学者は少なくなかった。また、特定の生徒の
遅刻や欠席が目立った。今後も、家庭訪問・職場訪問などをより効果的に実施して保護者・地域との連携をさらに深めたい。

６　総合評価

Ｂ

・定期的な職員連絡会を通じて
不登校傾向の生徒の支援につい
て共通認識を持って対処するよ
うに努めており、長期欠席者は
減少しているが、まだ十分とは
言えない。

保健指導 A

・「ほけんだより」「給食だよ
り」を定期的に発行することが
できた。
・健康診断はほぼ全員に受診さ
せることができたが、疾病治療
の受診勧告をしても、なかなか
受診までは至らなかった。
・給食の喫食率は前年度よりも
かなり向上した。

教育相談 ・教育相談体制の充実
・不登校生徒等への支援体制
を充実させる。

・職員間の連絡会を通じて連絡
を密にし、関係職員が共通認識
を持って対処できる体制を構築
する。

教育

活動

●生徒指導 Ｂ

・無届けの欠席、遅刻、早退に
ついては保護者と密に連絡を取
り合い、かなり減らすことがで
きた。
・下校時に学校周辺からの苦情
処理が数件あったが、生徒は全
体的には落ち着いて学校生活を
送ることができた。特に、講話
などの全校集会での話を聞く態
度はかなり良くなってきた。
・交通安全教育については、交
通安全教室を開いて全校集会等
でも繰り返し注意を促して意識
向上を目指したが、交通事故発
生件数はそれほど減少しなかっ
たのは残念である。
・生徒会活動は、生徒会役員が
自主的に各種行事を企画・運営
することができるようになって
きた。

●進路指導
・個々の生徒の適性に応
じた進路指導の充実

・勤労学生としての就労体制
の支援及び助言を徹底する。
・正式雇用就職の割合を向上
させる。

・就労状況調査を適宜実施す
る。
・ハローワークや事業所等との
連携を強化する。
・講演会・講話等を実施し、勤
労観・職業観を持たせ、生徒の
職業意識を向上させる。
・就職希望者にできるだけ就職
試験に挑戦させる指導を充実す
る。 Ｂ

・在校生徒の進路希望調査や就
労状況調査を予定どおり実施で
きた。
・生徒に進路目標を持つように
全校集会等で繰り返し勤労観・
職業感の大切さを指導してき
た。本年度は近年にないほど正
規雇用就職や短大、専門学校へ
の進学を実現することができ
た。
・次年度も早期指導を重視し
て、生徒の進路希望実現のため
に保護者と連携しながらさらに
進路指導の充実を図りたい。


